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空いていれば室内の 1   朝夕の鏡のような
‐ 見学・休憩カカー     湖面に映る山々、
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  朝霧が美しい

Ⅲ ■ | ‐
‐

. 1  ‐        ●この辺にはアカゲラ

: _ ‐            がヨンコンやつている

―  ■ 1鰐 棚が

こびっとハウエ  .■
工房兼多目的スペース。  ■1

たまにイベント機催も。

バ ンエ居 きさき亭  ‐    _
8:00～ 18:00(月 火休)        ・■

厳選素材のこだわり
焼き立てパン。味は鉄壁。         1

曽原にf主む野生動物
裏磐梯全輔 こはしもしうな野生動物

常尋醤壇重  籠水財量
●野生動物の活動(ま一般的に夕方 夕陽が美しい

～夜中～早朝が活発です。
●普通、動物たちは人間の気配を感
じると、恐がって逃げ

“

港ます。念のた
めに熊鈴など音のなるものを持っている
と良いです。

野草の花宇宙
山に咲く花は改良された園芸種のよう
に派手で(灘らりませが 、一つ一つに
花の宇宙減賦)ます。小さい花々も、
見つけたらよく観察してみてね。

*季節の風物詩は裏面を見てね。

磐梯出方向
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原通 L/ (鳥齢2km)

るさんぽマップ
歩 〈前 |こ 昌を閉 じて深 1平吸。まず 1ま耳を澄ませて音を
開いてみま しょう。鳥の声や水の音、何がrrlこ ぇるか

な ? においや風も感 じてみます。
ウお散歩は、車に気を付けて、歩道のあるところは歩

道を歩きましょう。私有地には無断で入 らな tヽ でね。

←外l.~休憩所あリマーク (コ職は辞 ち帰りくださしつ

自家焙煎p」F琲

鶴070 COFF〔 〔
■ ||ハ ンドドリップのスペシャ

=ル ティ〕一ヒーを景色と伴‐
・

‐~ 
にゆつたり楽しめる力7工 。

ジェンサイ沼
夏になるとジユンサイ摘みの

1態 がみれるかも

曽原通り直線遺路
なんとしつても、南を向くと道の先に見える
磐梯山蕨 快。毎日違う表情です。振
り返れば奥の山々の新緑や紅葉も楽し
めます。

画自い形の本を見つけて名前を付け
てみよう :

●2本並んだ伸良しの本や、曲胸 く
ねった龍のような本など、しらいろな形
の木があります。

曽原通 し,の林
このあたり1よ湿地を好むヤナギやハンノキが
多くみられます。雪が多ιつで、雪で曲がっ
たり折れたりしても、たくましく育ったものが
残つていき訂 。

‐ 曽原通りの玄関口。
庭先のコキア強 べにウサギ
ちやんがやつてくるらしい。
可愛いけど困る (汗).

裏磐梯ペンション

レイタサイ ド・イン

び… 1ま しヽぶ
金富展望風呂&旬の食材にこだわ
るお輩1理。旅の拠点として、居心
地の良さを追求したお宿。
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●雪が根雪になりはしもる |
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